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■研究概要
労働衛生の分野において、肩こり、腰痛などをモノで予防する、軽

減する、リスクを下げることに取組んでいる。

 労働負担に起因する骨・骨格系障害の予防研究を得意とし、筋電

図等の生体情報、働いている様子の映像（ビデオ情報）を高精度に

マッチングして、解析する技術を有している。

欧州では、農業などの一次産業や福祉等で使われる機器は人間

中心の設定が主流であるが、日本ではまだまだ機械性能を重視し

た設計であり、現場の問題への対応が不十分である。  

 国際基準である認定人間工学専門家としても、人間中心のモノづく

りで事故や負担を予防すること、リスクを下げることに取組んでいる。

■応用展開・共同研究テーマ例

・座席のクッションシート ・長時間作業向け椅子

・腰痛改善のモノ ・患者移動用補助具

お問い合わせ先
滋賀医科大学 研究推進課 産学連携担当
077-548-2847 E-mail;hqsangaku@belle.shiga-med.ac.jp

滋賀医科大学 社会医学講座 衛生学部門

准教授  垰田 和史
■関連文献・特許
平成24～26年度科学研究費助成事業
学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)
看護必要度と看護師の労働負担評価に
基づいた 運動器障害予防対策に関する
研究（研究成果報告書：課題番号 24593196）

研究シーズ

－ 労働者の安全衛生向上に結びつく機器（モノ）開発 －

■研究者からのお願い（ニーズ）

・医療・福祉や農業などの分野における現場調査に基づき、腰痛や

肩こりなど現場が解決を望む課題（悩み）を理解しており、解決策

の助言や評価ができるので、機器開発の相談をして欲しい。

・障害者が利用する製品を、障害者が評価する仕組みを企画立案

するので、活用して欲しい。

腰痛の予防 
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